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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 29日 (2005.6.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 本 発 明 の ウ レ タ ン 生 成 物 中 の ビ ス ウ レ ア 体 含 量 が ３ 重 量 ％ 以 下 で あ る 剥 離 処 理 剤 の 製 造
例 と し て は 、 次 の よ う に し て 製 造 す る こ と が で き る 。 １ ０ メ ツ シ ュ 以 下 の 大 き さ の 粒 子 状
エ チ レ ン － ビ ニ ル ア ル コ ー ル 共 重 合 体 ま た は ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル を ト ル エ ン 等 の 非 極 性
溶 媒 に 分 散 し 例 え ば 共 沸 脱 水 し 、 温 度 を 下 げ て か ら 、 必 要 に よ り ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド 等
の 水 溶 性 の 溶 媒 を 添 加 し 、 オ ク タ デ シ ル イ ソ シ ア ネ ー ト 等 の 脂 肪 族 イ ソ シ ア ネ ー ト を 滴 下
し 反 応 さ せ る 。
　 エ チ レ ン － ビ ニ ル ア ル コ ー ル 共 重 合 体 ま た は ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル を １ ０ メ ツ シ ュ 以 下
の 大 き さ に し た 後 に 、 水 分 を 除 く 方 法 と し て 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 示 す る と 乾 燥 機 等 に
よ り 水 分 を 除 く 方 法 が あ げ ら れ る 。 水 分 を 除 く 方 法 と し て 、 共 沸 脱 水 の 方 法 を 用 い る の が
工 業 的 に 好 ま し く 、 共 沸 脱 水 の 操 作 と し て 、 還 流 を 行 い な が ら 還 流 装 置 の 途 中 で 水 分 を 分
離 除 去 す る 方 法 等 も 含 む 。 ま た 使 用 す る 溶 剤 は 水 と 共 沸 す る 溶 剤 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な
い が 、 本 発 明 の 剥 離 処 理 剤 を 基 材 に 塗 布 す る 際 に 使 用 で き る 溶 剤 と 同 種 の 溶 剤 の ほ う が 好
ま し く 、 ト ル エ ン 、 キ シ レ ン が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 反 応 の 完 結 ま た は 終 点 は 、 反 応 混 合 物 中 の イ ソ シ ア ネ ー ト 化 合 物 の 残 存 量 を 赤 外 分 光 光
度 計 に よ り 測 定 し て 、 確 認 す る こ と が で き る 。 な お 、 上 記 の 反 応 を 完 結 さ せ る に 際 し 、 必
要 に 応 じ て 水 酸 基 と イ ソ シ ア ネ ー ト 基 と の 反 応 を 促 進 さ せ る 触 媒 、 例 え ば 有 機 錫 化 合 物 等
を 用 い る こ と が で き る 。 反 応 終 了 後 、 水 を 加 え 油 層 と 水 層 を 分 離 し 、 望 ま し く は 油 層 を ろ
過 機 （ フ ィ ル タ ー ） を 通 し て ろ 過 し 、 微 量 の ビ ス ウ レ ア 体 を 捕 捉 す る 。 使 用 で き る ろ 過 機
は 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 使 用 す る 溶 剤 が ト ル エ ン 等 の 有 機 溶 剤 、 ろ 液 中 に 反 応 生 成 物 が
含 ま れ て い る こ と に よ り 、 ろ 液 を 取 る こ と を 目 的 と す る こ と か ら 、 密 閉 型 加 圧 ろ 過 機 が 好
ま く 、 密 閉 型 葉 状 式 加 圧 ろ 過 機 が 特 に 好 ま し い 。 密 閉 式 の 加 圧 ろ 過 機 と し て 市 販 さ れ て
い る も の の 例 と し て は 、 石 川 島 播 磨 重 工 業 社 製 、 商 品 名 ： フ ン ダ バ ッ ク フ ィ ル タ ー ま た は
商 品 名 ： リ ー フ フ ィ ル タ ー が 市 販 さ れ て お り 、 密 閉 型 葉 状 式 加 圧 ろ 過 機 と し て は 、 前 記 、

し



商 品 名 リ ー フ フ ィ ル タ ー の 他 、 ミ ウ ラ 化 学 装 置 株 式 会 社 製 の 商 品 名 ： ウ ル ト ラ フ ィ ル タ ー
が 市 販 さ れ て い る 。 溶 液 を い れ た 器 か ら フ ィ ル タ ー を 通 し 別 の 受 器 で 溶 液 を 受 け る 方 式 、
あ る い は 、 溶 液 を 入 れ た 器 か ら フ ィ ル タ ー を 通 し 、 再 び 溶 液 を い れ て あ る 器 に 戻 す 循 環 方
式 の ど ち ら で も 使 用 で き る 。 最 後 に 、 予 め メ タ ノ ー ル を 入 れ て あ る 器 に 油 層 （ ト ル エ ン 、
剥 離 処 理 剤 ） を 導 入 し 、 反 応 生 成 物 を ろ 別 し て 乾 燥 さ せ 目 的 の ウ レ タ ン 生 成 物 で あ る 剥 離
処 理 剤 を 得 る 。
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